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ナホトカで、これまでなかったような詐欺事件が裁判でとりあげられる予定だ。 

2ケ月前、何も知らない無職の男性の携帯電話に、自分の（彼の）口座に 10万ルーブル以上の入金があったという SMSが届いた。 

それまで男性は「モバイルバンキングサービス」に加入していることは知らなかった。男性はどこからその「幸せ」が降ってきたのかを確認せず、本当の詐欺師のように、

簡単な操作で全額を自分の携帯に移動させた後インターネットバンキングを使って現金に換えた。「あわれなことに」その男性は、自分がすでに警察に調べられているとを

知らなかった。 

「この刑事事件の内容は簡単です。」ナタリヤ・パノーワ警察捜査官は話す。「実は、被害者の女性は SIMカードを購入した携帯電話会社の契約書をよく読んでいませんで

した。その契約書には、購入した SIM カードを 3 カ月間使わなかった場合そのカードはブロックされ新しい加入者に売り渡されるとはっきり書かれています。そのカード

にはモバイルバンキングサービスがついていました。女性は期限内に SIMカードが変わったということを（キャッシュカードに送金される）銀行に通知しませんでした。銀

行も携帯電話会社にこのサービスへの加入について知らせなかったためにこのような事件が起きたのです。」 

他人のお金を横領した男性はすぐに見つかったが彼はしっかりとそのお金をすでに使ってしまった。未だ無職であるため返金するには時間がかかりそうだ。ただ、詐欺の

罪で懲役にならなければの話だが。 

今日の格言（ことわざ）： Доверяй, но проверяй. 


